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令和６年 11 月 28 日 

 

読谷村議会 

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

上地 利枝子 印 

     

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 540 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 波平前島地区環境整備について伺う。 

（１）道路への安全対策（カーブミラー、標識など）。 

（２）街灯設置。 

（３）公園整備計画はあるのか。 

 

２ 村内各小学校部活動終了後の安全対策 

 （１）子ども達が親の送迎後校内を出るまで、校内の街灯をつけて欲

しい。 

 

３ 自転車利用状況と安全対策    

（１）自転車で通学している学生の人数（中学生、高校生）。 

（２）自転車によるマナー、安全教育はどのように行っているのか。 

（３）自転車に関係した交通事故の件数と内容は（過去３年間）。 

（４）今後、安全対策として自転車専用道路整備が必要になってく

ると思いますが、村としての考えは。 

 

４ 今年度、本村の不登校生徒の状況 

（１）小学生、中学生それぞれ何名か。 

（２）不登校の理由と対応。 

（３）関係機関との連携はどのように行っているのか。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

５ 大人の引きこもりについて本村の現状は 

厚生労働省の引きこもり定義は、「仕事や学校に行かず、家族

以外の人との交流をほとんどせずに、６ヶ月以上続けて自宅に

引きこもっている状態」である。 

（１）若者の引きこもり（15 歳〜39 歳）の推計と現状。 

（２）中高年の引きこもり（40 歳〜64 歳）の推計と現状。 

（３）行政としての対応は。 

ア 生活困窮者の自立支援。 

     イ 家庭支援。 

     ウ 学齢期に起こる不登校との関係性は。 

     エ 地域や関係機関特に社会福祉協議会との連携について。 

 

 


